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１年生 ３ 方程式



■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■全国学力・学習状況調査① Ａ問題■全国学力・学習状況調査① Ａ問題■全国学力・学習状況調査① Ａ問題■全国学力・学習状況調査① Ａ問題

１

(1) イ 【ポイントの確認】

７ x ＝５ x ＋６ ･･････①

両辺から５ x をひくと

７ x －５ x ＝５ x ＋６－５ x

７ x －５ x ＝５ x －５ x ＋６

７ x －５ x ＝６ ･･････②

(2) ４(x ＋５)＝８０
分配法則を使う a(x ＋ y)＝ a x ＋ a y

４ x ＋２０＝８０
２０を右辺に移項する 文字の項＝数の項

４ x ＝８０－２０
左辺と右辺をそれぞれ計算する

４ x ＝６０
x の係数４で両辺をわる

x ＝１５

※ 別解として，最初に両辺を４でわり，計算を進めていく解き方もあります。

２

(1) －５ x ＋７＝－ x ＋３１
－ x を左辺に，＋７を右辺に移項する

－５ x ＋ x ＝３１－７
左辺と右辺をそれぞれ計算する

－４ x ＝２４
x の係数－４で両辺をわる

x ＝－６

(2) ・１人に３枚ずつ配ると２０枚余ることから

折り紙の枚数は，生徒の人数を x 人とすると，３ x ＋２０枚になる。

・１人に５枚ずつ配ると２枚たらないことから

折り紙の枚数は，生徒の人数を x 人とすると，５ x －２枚になる。

・折り紙の枚数は変わらないので，

３ x ＋２０＝５ x －２

答え ３ x ＋２０＝５ x －２
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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■全国学力・学習状況調査② Ａ問題■全国学力・学習状況調査② Ａ問題■全国学力・学習状況調査② Ａ問題■全国学力・学習状況調査② Ａ問題

(1) イ 【ポイント】

４ x ＋７＝１５ ･･････①

両辺から７をひくと

４ x ＋７－７＝１５－７

４ x ＝１５－７ ･･････②

(2) 【解法①】

【解法②】

【ポイント】

分母の最小公倍数を両辺にかけることで

分母をはらうことができるよ。

分数がふくまれない式につくり変えるこ

とができるので，便利だよ。

ただし，右辺には，２つの項が含まれて

いることに注意してよ。

(3) 折り紙の枚数

　　　　　
４

３
x＝

４

１
x－７

４

１
xを左辺に移項する

４

３
－

４

１
＝－７x x

　　
４

２
＝－７　 x

　　
２

１
＝－７　 x

    x ＝－１４

　　　　
４

３
 ＝

４

１
－７x x 

両辺に４をかけると

４

３
×４＝

４

１
－７ ×４x x

　　 ３ ＝ －x x ２８

  ３x－x ＝－２８

  ２  ＝－２８　　　 x

　　　　 ＝－１４　x 
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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■全国学力・学習状況調査③ Ａ問題■全国学力・学習状況調査③ Ａ問題■全国学力・学習状況調査③ Ａ問題■全国学力・学習状況調査③ Ａ問題

(1) イ

左辺の値と右辺の値が等しいときの x の値が，この方程式の解になる。

(2) 【ポイント】

分母の最小公倍数を両辺にかけることで

分母をはらうことができるよ。

分数がふくまれない式につくり変えるこ

とができるので，便利だよ。

　　　　
５

＋１x
＝２

両辺に５をかけると

５

＋１
×５＝２×５

x

          x＋１＝１０

            x＝１０－１

＝９            x
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５

＝
４

１
＋２　　

x＋３

５
×２０

４

１
＋２ ×２０　

x＋３
＝ x

( ＋３)×４＝
４

１
× ＋２×x x ２０ ２０

　 ４ ＋ ＝５ ＋　 x １２ x ４０

　 ４ －５ ＝ －x x ４０ １２

　　　 － ＝x ２８

＝－              x ２８

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■佐賀県小・中学校学習状況調査①■佐賀県小・中学校学習状況調査①■佐賀県小・中学校学習状況調査①■佐賀県小・中学校学習状況調査①

１

(1) ５ x －４＝２ x ＋１４

５ x －２ x ＝＋１４＋４

３ x ＝１８

x ＝６

(2) 【ポイント】

分母の最小公倍数を両辺にかけることで

分母をはらうことができるよ。

分数がふくまれない式につくり変えるこ

とができるので，便利だよ。

ただし，右辺では，２つの項が含まれて

いることに注意して，分配法則の考えを利

用して考えるといいよ。

(a ＋ b)× x ＝ a × x ＋ b × x

２

(1) －４ x ＋６＝－ x ＋５１

－４ x ＋ x ＝５１－６

－３ x ＝４５

x ＝－１５

(2)

【ポイント】

１２を分子の項にそれぞれ計算してから

約分する方法もあるけど，ここでは，

かける数１２と分母を約分してから計算

する方法で考えてみるといいよ。

        
１３ １１

４

５x－
＝

３

４x－

 
４

５
× ＝

３

４ －
×

x－１３
１２

x １１
１２

(５ ＋ )×３＝(４ － )×４
　

x １３ x １１

　　　　　１５ ３９＝１６ ４４x－ x－

　　　　 １５ １６ ＝ ４４ ３９　 x－ x － ＋

　　　　　　 － ＝－　 x ５

＝             
 
x ５
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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

１

(1) ① と ③

① ② ③

x に５を代入すると x に５を代入すると x に５を代入すると

左辺 x ＋９＝５＋９ 左辺 ３ x －８＝３×５－８ 左辺 x ＋２＝５＋２

＝１４ ＝１５－８ ＝７

よって ＝７ 右辺 ４ x －１３＝４×５－１３

左辺＝右辺 よって ＝２０－１３

左辺≠右辺 ＝７

よって 左辺＝右辺

(2)

① x ＋５＝１１ ② ２ x ＝－１８

両辺から ５ をひいて， 両辺を ２でわると

２ x －１８
x ＋５－ ５ ＝１１－ ５ ＝

２ ２

x ＝ ６ x ＝ －９

２

(1) x －７＝－９ 【ポイント】 (2) x ＋６＝－２ 【ポイント】

x －７＋７＝－９＋７ 左辺を x だけに x ＋６－６＝－２－６ 左辺を x だけに

x ＝－２ するために x ＝－８ するために

両辺に７をたす 両辺から６をひく

といいよ。 といいよ。

１ 【ポイント】 【ポイント】
(3) x ＝－４ (4) －５ x ＝－６０

３ 左辺を x だけに 左辺を x だけに

１ するために －５ x －６０ するために
x ×３＝－４×３ ＝

３ 両辺に３をかける －５ －５ 両辺を－５でわる

x ＝－１２ といいよ。 x ＝１２ といいよ。



１年生 ３ 方程式

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

(1) ２ x ＋３＝９ 【方程式を解くための手順】

２ x ＝９－３ ・右辺の文字の項は，左辺に

２ x ＝６ 左辺の数の項は，右辺に移項する。

x ＝３ ※移項するとき，符号が変わることに注意

・文字の項と数の項をそれぞれ計算し，

ax ＝ b

(2) ５ x －４＝６ とする。

５ x ＝６＋４ ・x の係数 a で両辺をわる。

５ x ＝１０

x ＝２

(3) －４ x ＋３＝１５

－４ x ＝１５－３

－４ x ＝１２

x ＝－３

(4) ７ x ＋１５＝３ x －５

７ x －３ x ＝－５－１５

４ x ＝－２０

x ＝－５

(5) ７ x ＋３＝１２ x ＋３

７ x －１２ x ＝３－３

－５ x ＝０ 【ポイント】

x ＝０ ０は何でわっても０になるよ。

(6) １８－２ x ＝８＋３ x

－２ x －３ x ＝８－１８

－５ x ＝－１０

x ＝２



１年生 ３ 方程式

　
４

＝
３

２
　　　　 　　　　　　　　　

x－２
x＋２

４

－ ２
× １２＝

３

２
＋ ２ × １２

　　　　　　

x
x

( －２ )×３x ＝
３

２
x× １２＋ ２× １２

３ － ６＝ ８ ＋ ２４
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　

x x

３ －８ ＝ ＋６
　 　 　 　 　 　

x x ２４

－ ５ ＝ ３０
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

x

                                                      
x＝－６

■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

(1) ４ x ＋１＝３(x ＋２) 【ポイント】

４ x ＋１＝３ x ＋６ 分配法則の考えを使ってるよ。

４ x －３ x ＝６－１

x ＝５ a (x ＋ y )＝ a x ＋ a y

(2) ５－２(５ x －２)＝１９

５－１０ x ＋４＝１９

－１０ x ＝１９－５－４

－１０ x ＝１０

x ＝－１

(3) 【ポイント】

分母の最小公倍数を両辺にかけると

分母をはらうことができて簡単になるよ。

ここでは，等式の性質を使ってるよ。

(4)

　　
２

＝
４

　　

x＋ １ x－ ３

　
２

＋ １
× ４＝

４

－ ３
× ４

x x

（ ＋ １）× ２＝ － ３x x

２ ＋ ２ ＝ － ３　 　
　

x x

　
　 　

２ x－ x＝ － ３ － ２

＝ － ５
                                      

x

例えば，

４

３
では，４の倍数をかけると分母がはらえます。

４

３
×４＝３　　

４

３
×８＝６　　

４

３
×１２＝９

３

２
では，３の倍数をかけると分母がはらえます。

３

２
×３＝２　　

３

２
×６＝４　　

３

２
×９＝６

４

３
と

３

２
では，４をかけても両方の分母を一度に

はらうことはできません。

４

３
×４＝３　　

３

２
×４＝

３

８

そこで，両方の分母を一度にはらうためには，
分母の最小公倍数をかける必要があるのです。
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■知識・技能の習得を図る問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

１

【解法①】

０．７ x －１．４＝０．３ x ＋０．２

０．７ x －０．３ x ＝０．２＋１．４

０．４ x ＝１．６

x ＝４

【解法②】 【ポイント】

０．７ x －１．４＝０．３ x ＋０．２ 両辺に１０をかけることで，小数が

７ x －１４＝３ x ＋２ ふくまれている式からふくまれな

７ x －３ x ＝２＋１４ い式になおすことができるよ。

４ x ＝１６

x ＝４

２

(1) x：２１＝３：７ 【ポイント】

７ x ＝６３ 比例式の性質より

x ＝９ 内項の積と外項の積は等しくなるよ。

a：b ＝ c：d → ad ＝ bc

(2) ９：４＝２：x

９ x ＝８

８
x ＝

９

３ バラ１本の値段を x 円とすると，

２０００－(６ x ＋５００)＝３００

２０００－６ x －５００＝３００

－６ x ＝３００＋５００－２０００

－６ x ＝－１２００

x ＝２００

バラ１本の値段は２００円


